
地域づくり協議会では、小さなイベン
トを数多く開催し、交流の場づくりを増
やすことで女性や移住者等の参加の拡大
を図り、地域づくりを一人一人が考え、
行動できるように進めています。その結
果として”楽しいから参加する””負担
が少ないから協力する“という楽しく参
加しやすい仕組みづくりを考えていくこ
とを大切にし「やさかボランティア隊（仮
称）」の活動の手始めとして、八坂商工
倶楽部の皆さんと相川・大曲ポケットパー
クの花植えを 6月 16 日に行いました。 

八坂地区の人口：822人 

（男409人・女413人 高齢化率35.3％） 

八坂地区の世帯：356世帯 

    （令和元年 6 月 1 日現在） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   

 
7 月号の記事 

地域づくり協議会から 

地区の活動から 

地区の活動・ビューポイント整備について 

八坂小・中学校から 

たけのこ保育園・山留の風から 

コミュニティースクールから 

高齢者サロン「縁が和」のおさそい 

八坂公民館からのお知らせ 

きらり話題の八坂人 

2019年（令和元年７月１日） 

 

八 坂 地 域 づ く り 協 議 会  http://www.shinshu-yasaka.com    
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期 日 区    分 内     容     等 

4/23 
地域振興部会・地域振興検討会議

合同会議 

・平成 31年度事業計画について 
・ビューポイント整備事業について 
・ボランティア活動について 

5/10 やさかだより編集会議 ・やさかだより 73号について 

5/16 自治振興会長会議 
・自治組織の在り方について 
自治振興会長が推薦する役員の見直しについて 

・各地区の要望について 

5/23 地域づくり協議会 

・大町市消防団の加入について 
・明野太陽光発電について 
 県と市との意見交換会 
・景観整備事業について 

5/24 
地域振興部会・地域振興検討会議

合同会議 

・ビューポイント整備事業 
 大姥山・唐花見湿原整備 
・ボランティア活動事業 
 やさかボランティア隊（仮称）について 

6/4 
松糸道路・大町市街地区間の 

意見交換会 
・地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」 
大町市街地区間の意見交換会 

6/13 八坂夏まつり実行委員会 
・寄付金の調達について 
・お楽しみ抽選会について 

6/13 大町地区交通安全協会通常総会 
 
 

6/16 やさかボランティア隊（仮称） 

相川・大曲ポケットパーク花植え 
・相川・大曲ポケットパークのボランティアによ
る花植え 

 
  

 

－2－ 

－ 

地域づくり協議会の活動から 

今年も開催します 八坂夏まつり！！ 

地域の皆さんの要望により、今年も「八坂夏ま
つり」を開催します。6月 13日に夏まつり実行
委員会を行い、8月 14日（水）に、アキツ周辺
を主会場として、開催することになりました。 
夏まつりの運営については補助金の他に地域や

企業の皆さまから寄付を募ることになりました。 
八坂地区にお住まいの皆様からは、一口500円

を目安にご協賛を賜りますようよろしくお願いし
ます。 
あわせて、前日の準備から当日の運営などにご

協力いただけるイベントスタッフや、夜店の出店
者の募集を行います。ご協力いただける方は、 
7月10日までに八坂夏まつり実行委員会事務局
までご連絡ください。 

 

■期日：8 月 14 日(水) 17：00～ 
 

■場所 アキツ周辺 (雨天時：アキツホール) 

   

連絡先 八坂夏まつり実行委員会（八坂支所） 

☎26-2001 

大勢のみなさん お出かけください！ 



 
 
 
 
 
  

－3－ 
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楽
し
か
っ
た
大
平
バ
ス
旅
行 

 

舟
場
自
治
振
興
会
で
は
、
日
ご
ろ
の
農

作
業
な
ど
の
休
日
と
し
て
「
一
日
農
休

デ
ー
」
を
、
5
月

日
（
日
）
に
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
役
員
会
で
、
た
ま
に
は
、

一
日
何
も
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
余
裕
の
農
休

デ
ー
に
し
よ
う
と
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、

白
馬
ジ
ャ
ン
プ
台
の
見
学
と
昼
食
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。
朝
9
時
、
遅
い
ホ
テ
ル

の
バ
ス
で
の
出
発
、

時
頃
ジ
ャ
ン
プ
台

に
到
着
し
ま
し
た
。
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
、
日
本
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
「
日
の
丸
飛
行

隊
」
が
大
活
躍
し
た
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
、
ラ
ー

ジ
ヒ
ル
を
下
か
ら
何
度
見
て
も
高
い
。
ラ
ー

ジ
ヒ
ル
の
ス
タ
ー
ト
位
置
は
、140

ｍ
の
高
さ 

 

だ
そ
う
で
す
。 

ま
ず
は
リ
フ
ト
に
乗
り
ス
タ
ー
ト
タ

ワ
ー
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
4
階
展
望
、
観
覧
ス
テ
ー
ジ
へ

と
、
ス
タ
ー
ト
地
点
が
見
え
、
選
手
達
と

全
く
同
じ
景
色
を
体
感
で
き
る
よ
う
設

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。外
の
階
段
を
上
が

り
最
上
展
望
台
に
、下
が
金
網
で
足
が
す

く
む
。
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
。
60

ｍ
の
下
が
見

え
る
。私
は
そ
ん
な
上
ま
で
い
け
な
い
よ
。

こ
こ
の
観
覧
ス
テ
ー
ジ
で
十
分
と
言
う

人
も
。展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
金
銀
銅
の
メ

ダ
ル
を
始
め
、貴
重
な
資
料
や
数
々
の
映

像
、
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
当
時
を

思
い
出
し
ま
し
た
。高
梨
沙
羅
ち
ゃ
ん
の

写
真
も
あ
り
観
光
に
多
く
の
人
々
が
訪

れ
て
い
ま
し
た
。
来
年
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
も
。楽
し
く
恐
怖
の
体
感

の
ひ
と
時
で
し
た
。 

そ
し
て
す
ぐ
下
の
ホ
テ
ル
に
着
き
、昼

食
交
流
会
、
11
時
よ
り
入
浴
タ
イ
ム
、

時
よ
り
交
流
会
に
、普
段
交
流
が
で
き
な

い
人
々
が
お
酒
に
話
に
、
お
い
し
い
料
理

に
大
満
足
し
、又
女
性
は
飲
み
も
の
飲
み

放
題
の
お
も
て
な
し
が
、そ
し
て
ビ
ン
ゴ

大
会
、
な
か
な
か
ビ
ン
ゴ
に
な
ら
ず
、
最

初
に
リ
ー
チ
に
な
る
も
リ
ー
チ
が
遅
い
人

が
最
初
に
ビ
ン
ゴ
！
好
き
な
景
品
を
選

び
（
中
身
は
何
か
わ
か
ら
な
い
）
全
員
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。行
き
帰
り

冷
房
が
効
い
て
い
て
涼
し
か
っ
た
の
で
す

が
下
界
は
夏
日
の

度
で
し
た
。ゆ
っ
く

り
し
た
一
日
で
し
た
。
役
員
の
方
々
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
楽
し
い
一
日
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。 舟

場
自
治
振
興
会 

山
﨑 

重
幸 

一
日
農
休
デ
ー 

大
平
自
治
振
興
会
で
は
、
6
月
9

日
、
恒
例
の
バ
ス
旅
行
に
出
か
け
ま
し

た
。 

 

今
年
も
40
名
を
超
え
る
大
勢

の
参
加
が
あ
り
、
終
始
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

先
ず
初
め
に
南
小
谷
駅
か
ら
電
車
に
乗

り
換
え
、
糸
魚
川
駅
ま
で
一
両
編
成
の

ゆ
っ
た
り
電
車
の
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。

前
日
ま
で
は
雨
の
予
報
が
出
て
い
た
の

で
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
当
日
は
驚

く
ほ
ど
の
晴
天
と
な
り
、
車
窓
か
ら
見

え
る
綺
麗
な
景
色
に
子
供
た
ち
も
大
喜

び
で
し
た
。 

そ
れ
か
ら
一
行
は
、
昨
年
６
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
上
越
市
立

水
族
博
物
館
う
み
が
た
り
に
バ
ス
で
向

か
い
ま
し
た
。
新
潟
の
海
を
一
望
で
き

る
日
本
海
テ
ラ
ス
や
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
、

熱
帯
魚
を
間
近
で
観
察
で
き
る
き
ら
め

き
リ
ー
フ
な
ど
、
様
々
な
海
の
生
き
物

を
間
近
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

中
で
も
子
供
た
ち
が
一
番
興
奮
し
た

の
が
、
数
十
頭
の
ペ
ン
ギ
ン
と
触
れ
合

え
る
マ
ゼ
ラ
ン
ペ
ン
ギ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
し
た
。
う
み
が
た
り
の
マ
ゼ
ラ
ン

ペ
ン
ギ
ン
の
飼
育
数
は
世
界
一
だ
そ
う

で
、
沢
山
の
ペ
ン
ギ
ン
に
囲
ま
れ
て
子

供
た
ち
も
大
は
し
ゃ
ぎ
。 

 

ペ
ン
ギ
ン
に
エ
サ
を
あ
げ
る
人
気

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ペ
ン
ギ
ン
フ
ィ
ー

デ
ィ
ン
グ
」
で
は
、
飼
育
員
の
方
か

ら
エ
サ
の
小
魚
を
受
け
取
り
、
下
で

待
ち
構
え
て
い
る
ペ
ン
ギ
ン
に
向
け

て
垂
直
に
エ
サ
を
落
と
し
ま
す
。 

エ
サ
に
群
が
る
ペ
ン
ギ
ン
達
の
勢

い
が
あ
ま
り
に
も
激
し
か
っ
た
の

で
、予
想
以
上
の
ど
う
猛
さ
に
子
供

た
ち
も
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。 

帰
り
の
バ
ス
で
は
疲
れ
て
寝
て
し

ま
う
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
が
、子

供
た
ち
は
疲
れ
を
知
ら
ず
、大
人
達

と
み
ん
な
で
ビ
ン
ゴ
大
会
を
し
た
り

お
土
産
を
買
っ
た
り
と
、地
域
の
皆

で
交
流
で
き
た
本
当
に
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
、矢
下
の
江
藤
様
よ
り
ご
寄

稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 大
平
編
集
委
員 

平
林
宏
一 

 



 

  

八坂ビューポイント整備協力へのお願い 
八坂地域づくり協議会・やさかボランティア隊（仮称）からのお知らせ 

☆7/14（日）唐花見湿原・集合時間 8：30 
～午前中 

 

 集合場所：唐花見湿原休憩所前駐車場 

作業：草刈作業他 

持ち物：草刈り機・軍手・手ノコ 

ナタ・鎌・雨具など 

◎参加申し込み及び問い合わせ先 

 

八坂地域づくり協議会事務局（八坂支所内） 

☎26-20001 

 

小雨決行 

八坂地域づくり協議会では、昨年に引き続き、「唐花見湿原」の周辺整備と、今年度は新たに

「上篭郷土文化を発展させる会」の活動に協力して、大姥山（山姥の滝）の周辺整備を行います。

それぞれ、下記の日程で実施いたしますので、大勢の皆様の参加協力をお願いします。 

皆さんで、女性の方でも、お子さんでも参加協力できますので、美しい景観づくりに協力しま

しょう。 

 ☆7/7（日） 大姥山（山姥の滝）・集合時間 8：30～午前中 
 

集合場所：赤土ポケットパーク 

    （国道 19号線沿い、さざなみの向かい） 

  作業：滝回り整備・草刈作業・枝払い 

持ち物：草刈り機・手ノコ・鎌 

スコップ・ナタ・雨具など 

春
の
農
作
業
が
ひ
と
段
落
し
て
落
ち
着
い
た

頃
開
催
さ
れ
る
一
日
農
休
日
を
今
年
は
6
月
2

日
（
日
）
に
行
い
ま
し
た
。
午
前
の
部
は
大
平

の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
過
ご
し
や
す
い
天
候
で
熱
中
症
の
心
配

も
せ
ず
プ
レ
ー
が
で
き
、
前
日
よ
り
コ
ー
ス
整
備

さ
れ
た
コ
ー
ス
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ー

ス
に
は
唐
松
の
落
ち
葉
が
積
も
り
、
ボ
ー
ル
が
走

り
に
く
く
な
っ
て
い
た
り
、
小
枝
が
あ
っ
た
り
で

な
か
な
か
思
い
通
り
に
な
ら
ず
、
て
こ
ず
り
ま
し 

た
。
参
加
者
が
少
な
め
だ
っ
た
の
は
残
念
で
し
た

が
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

会
場
を
基
幹
セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
午
後
の
部

は
、
高
齢
者
を
交
え
て
の
交
流
会
を
行
な
い
ま
し

た
。
テ
ー
ブ
ル
は
会
員
が
持
ち
寄
っ
た
山
菜
や
漬

物
な
ど
が
並
び
、
高
齢
者
の
元
気
な
様
子
が
う
か

が
え
て
終
始
和
や
か
で
し
た
。
午
前
に
行
い
ま
し

た
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
フ
大
会
の
結
果
発
表
と
表
彰

式
を
合
わ
せ
て
行
い
、
商
品
を
各
自
選
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
早
朝
よ
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
周
囲
と
基
幹
セ
ン
タ
ー
の
草
刈
り
を
さ

れ
た
役
員
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

中
央
自
治
振
興
会 

 
 

丸
山 

茂 

中
央
自
治
振
興
会 

一
日
休
養
日
と 

交
流
会 
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５月２５日（土）に実施した、授業参観の様子です。
また、今年は２校時目の授業参観の後に、保護者や
地域の方々とともに花の仮植作業を行いました。そ
して、午後の授業後は、ＰＴＡ作業なのですが、天
候に恵まれ、・・・恵まれすぎて、暑い中の作業と
なりました。校地内外の草刈りや校舎内の清掃な
ど、ＰＴＡの会員や、地域の皆様方のボランティア
によるご協力で美しい学校になりました。誠にあり
がとうございました。 

 

６年生が修学旅行に行ってきました。今年
の修学旅行は、八坂にもっと来てほしいと
いう願いを持った子どもたちが、昨年度か

ら作り始めた、“Come on YASAKA”
という八坂のおやきを紹介した、日本語と
英語のパンフレットを、浅草で観光客に配
布し、ひと味違った修学旅行となりました。 
 

【生徒の感想から】 
・バス停ってかなり汚れています。座席も窓もサンも屋根も。 
まずクモの糸がありました。これは簡単にパッパととれました。 
しかし窓の汚れ、これはうまく掃除ができません。ゴシゴシと 
雑巾で磨いても汚れがとれない。「それじゃあ」と裏に回って 
磨いてもこれまたとれない。何回かグルグルと裏表を磨いてい 
るうちにきれいになってきました。この瞬間がうれしいという 

か、安心というか、とてもよい感じでした。 
・今年のガードレール磨きは早くハイタッチすることができま
した。小６の人たちもがんばって、汗を流しながら必死にやっ
ていました。すごいことに、僕のギャグが、小６の新しい山留
の女の子たちに通じ、笑ってもらうことができました。 

 ５月２８日（火）に伝統のガードレール磨きとバス停清掃を行いました。 
ふるさとへの感謝の心を育み勤労の尊さを学ぶ場として、八坂中学校全校生徒と八坂小学校６

年生が合同で、相川から中学校にかけて心を込めてガードレールを磨きました。 

 この日のために、シルバー人材センター、八坂支所、公民館、大町建設事務所、地域の建設会
社、学校支援ボランティアの皆様が、下草刈り、給水、交通整理など児童生徒が安全に奉仕作業
を行えるように配慮してくださり、安心して作業を終えることができました。ご協力に心より感
謝いたします。 

 

八坂の魅力を伝える「観光パンフレット」配り  
 

ＩＮ浅草！！ 
 

今年は花の苗の仮植作業を一緒に 

 

八坂小学校 花苗仮植えと観光パンフレット配り 

八坂中学校   地域への感謝を込めて（昭和５７年から続く伝統行事） 
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６月３日は、こいのぼり運動会参観でした。 

日差しは、暑かったですが風は清々しく全園

児で、体操やかけっこ・こいのぼりをゲットす

るサーキット競争・親子でこいのぼり貯蓄リ

レー・フォークダンス、3グループのリレーで

は、お家の方も力が入った応援をし、大変盛り

上がりました。元気に泳ぐこいのぼりの下で、

親子で楽しいひと時を過ごしました。終了後は、

親子で美味しい給食を食べました。 

 

５月 14 日に八坂小学校の５年生との交流で、

田んぼの代掻き兼泥んこあそびを経験しました。 

当日は、少し肌寒い日でしたが、子どもたちは元気

いっぱいでした。はじめは、恐る恐る足を入れると

「冷たい～」と大騒ぎ、そのうち土手から５年生と

手をつなぎジャンプをして、田んぼにダイブする

と、顔に泥が！！お互いに、顔を見合わせゲラゲラ

笑う姿があり、楽しさを共有し親しみを感じるこ

とができました。最後に、学校のお風呂に入らせて

いただき、大満足の子どもたちでした。 

  

５月１９日(日)午後 天気：晴れ 

 農家活動を終え、子どもたちがセンターに帰ってきまし
た。午前中には畑作業、午後には春祭り・田植えを行いま
した。天気は快晴、暖かな日光の注ぐ中での田植えとなり
ました。中学 3年生が中心となって田んぼに線を引き、
15cm間隔で苗を植えていきました。植え始めはバラバ
ラで時間がかかっていた子も、田んぼの中程まで来る頃に
は、少しずつ慣れた様子で田植えをしていました。最後に
田んぼの隅の田植えや、倒れている苗の植え直しをして作
業を終えました。 

 
５月２６日(日)午前 天気：晴れ 

5 月最後の週末は、矢田川磨崖仏例大祭に参加してきまし
た。お祭りは、大きな岩に彫られた大日如来像の前で催され、
山伏装束の和尚さんがほら貝を吹く姿に、子どもたちは見入っ
ていました。直会の後はそのまま槍平方面へ歩き、お宮の跡を
見学しました。鹿籠で昼食をとり、西ノ窪まで歩きました。か
つては毎年 1 月 15 日の小正月に筒粥占いが行われていた、
飯綱神社を訪問しました。 
人が離れて荒れ放題のお宮を見て、転がっていたほうきで床

を清める学園生の姿がありました。向かいの舞台は数年前に雪
で倒壊していますが、お宮のほうはまだ形を残しています。そ
の後は小菅方面へ下山し、センターへ帰りました。 
 人が離れて数十年後の山地を歩く活動を通して、信仰・文化
に思いを馳せることができました。 

 

矢田川磨崖仏例大祭 

八坂古道歩き 

田植え 

                    育てる会 ℡：26-2306 ＨＰ：ｗｗｗ．ｓｏｄａｔｅｒｕ．ｏｒ．ｊｐ 

たけのこ保育園 どろんこ遊びとこいのぼり運動会 
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学校支援ボランティアの北澤豊繁さん

とJAの平林豊張さんのご協力をいただ
き、「コシヒカリ」のもみをまきました。
子どもたちは、丁寧にもみをまき、優し
く土をかぶせていました。水のやり方も
強すぎてもみが出ないように、箱の外か
ら水を注いでいくと良いと教わりました。
「嫌々な気持ちは苗に伝わる。おいしい
お米を食べさせてくださいねという気持
ちで育てる。」ことを北澤さんから教え
ていただき、子どもたちも真剣に話を聞
いていました。 

 

 
 
４月２８日（日）の水路整備も無事に

終え、学校支援ボランティアコーディ
ネーターの勝野健一さんのご協力を得な
がら保育園の子どもたちと一緒に代掻き
（どろんこ遊び）を行いました。「苗を
植えやすくするため」「大きい土の塊を
なくすため」など、代掻きの意味を事前
に学習してきました。初めは、「水が冷
たい・・・」と少し控えめだった子ども
たちですが、慣れてくると動きが活発に
なり、土手から飛び降りたり、鬼ごっこ
をしたりと大はしゃぎでした。たけのこ
保育園児とも楽しい時間を過ごしまし
た。 
その後は、八坂小学校の特色の『お風

呂』で疲れて冷えた体を癒しました。 

 

 
学校支援ボランティアの北澤伸夫さんと

渡辺恵子さんにご協力をいただき、田植え
を行いましたが、ほとんどの子どもたちが
田植えの経験があったので、スムーズに終
えることができました。 
担任の小椋潤先生にお話をお聞きしたと

ころ、「前日に、『田植えをしたら実るの
を待つだけなのか？』について子どもたち
と話し合いをしました。「ちょこちょこ見
に行った方が良いのかな？でも何を見たら
良いのかな？」「草取りをした方が良いな」
「かかしを作った方が良いのかな？」「農
薬をまくのかな？」「水を抜く方が良いの
かな？」など様々な意見や疑問が出てきま
した。しかし、この答えは、子どもたちの
経験や知識をもとにしたものではなく、想
像した答えがあったため、本当にそれで良
いのかな？という疑問を持ちました。する
と子どもたちから、「ボランティアの方々
やお家の方、去年米作りをした６年生に聞
いてみよう！」という意見が出て、みんな
納得。何を質問するのか、みんなで真剣に
考えていました。困った時にどうしたらよ
いか聞くことはとても大切なことで子ども
たちの成長を感じました。」と、おっしゃっ
ていました。田植え後は、水管理当番も決
め、子どもたちは毎朝田んぼに小椋先生と
一緒に足を運んでいます。 
子どもたちの成長と共に成長していくお

米も楽しみですが、秋の収穫祭を楽しみに
している子どもたちの姿に嬉しさを感じま
した。 

おらほの学校やさか   

 

コミュニティ・スクールだより 

田植え～5 月 23 日（木）～ 代掻き～5月 14日（火）～ 

保育園と一緒にどろんこ遊び 

八坂小学校 5年生～田んぼ活動記録 

もみまき～4月 23日（火）～ 
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参加費 100円 

ご希望の方には送迎も行います。 

参加希望やご不明なことがありましたら、 

八坂支所民生係までご連絡ください。 
 

高齢者サロン「縁が和」は、地域の皆
さんとつながり、お話をしたり、軽体操
やレクなどを通してふれあう中で、まる
で縁側でひなたぼっこするような温かい
気持ちになれる教室です。 
人と交流をしたり、体を動かすことは

認知症予防にも効果的です。 
日頃家の中で過ごす時間が長い方、お

話相手が欲しい方などこの機会に参加
しませんか？ 
まずは見学だけでも可能です。 

 

高齢者サロン「縁が和」 地域の皆さんと軽体操やレク、お話しを楽しみましょう！ 

八坂支所民生係 ☎26-2001 

草木染 

木彫り 

絵手紙 

干し柿づくり 

レクリエーション 

会場 八坂支所 3階 

コミュニティホール 

  

時間 午後 1：30～3：00 

 

 

日程 

7/12、7/26 

8/9、8/30 

9/13、9/27 

10/11 

11/15、11/29 

12/13 

1/10、1/24 

2/14、2/28 

3/13 

 



 

 

 

  

高砂大学入学式 
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第４９回目となる「高砂大学」
の入学式が６月１１日（火）八
坂公民館で開催され、６９歳か
ら９３歳までの６８名の皆さん
が入学しました。 
入学式終了後、中信消費生活

センターの村山所長さんから近
年多様化している悪質商法と特
殊詐欺の手口、またその対策に
ついてのお話を聴きました。 
午後は、地域包括支援セン

ターの荒井さん、市生活支援
コーディネーターの高橋さんを 

 

令和元年度 高砂大学 日程 

① 6/11 入学式・講話（公民館） 
悪質商法の手口と対策 
介護保険事業における地域の支え合いについて 

② 6/22 小学校音楽会に参加（小学校） 

③ 7/3 老人スポーツ大会に参加（小学校） 

④ 8/30 講座（明日香荘 GB場・小学校） 
チャンスボールを楽しむ 
人権を考える市民の集いに参加 

⑤ 9/28 中学校やまびこ祭に参加（中学校） 

⑥ 10/8 郷土視察（糸魚川方面） 

⑦ 10/27 八坂地区文化祭に参加（小学校） 

⑧ 11/14 講話（公民館） 
生活上の注意点について 
健康でいるために 

⑨ 12/12 講話（公民館） 

地質探偵とさぐる北アルプスの生い立ちの謎 
高齢者のためのリハビリテーション 

⑩ 3/5 講話・卒業式（公民館） 
終活について 

 はじめ各地区のコーディネーターの皆さんから「介護保険事業における地域の支え合いにつ
いて」と題した講話を聴き、これからの地域の支え合いについて学習しました。 
高砂大学は、３月まで１０回の講座を開催し、生きがいづくりや仲間づくりの輪を広げて

いきます。 

 

６月１８日にすこやか広場の開講式を開催しました。 
このすこやか広場は、子どもの発達や発育、食生活について一緒に考え、母親の交流の場に

もなる事業で、今年度は４組１０名の親子の申込みがあり、下記の日程・内容で開催します。 
八坂地区にお住まいで未就学児がいるご家庭の皆さんは、途中からでも参加できますので、

お気軽に八坂公民館までお問い合わせください。 
 

 令和元年度 すこやか広場日程 

① 6/18 開講式 
親子で遊ぼうリトミック  

② 7/30 水遊び 

③ 8/23 おはなしの会 

④ 9/17 バス遠足 

⑤ 10/18 お店ごっこ 

⑥ 11/12 やきいもパーティー 
おはなしの会 

⑦ 12/10 クリスマスコンサート 

⑧ 2/14 ベビーマッサージ講座 

⑨ 3/12 演劇 
閉講式 

 

お問い合せ 八坂公民館まで   

℡２６-2３８０ 
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八
坂
音
頭
保
存
会 

ふ
れ
あ
い
倶
楽
部 

 
 

仁
科 

宰
知
代 

メ
ン
バ
ー
紹
介 

女
性
5
名
、
男
性
1
名
の
計
６
人
の
会
員
で
す
。 

発
表
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
時
は
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先

生
が
同
じ
と
い
う
事
で
大
町
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、

12
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

経
歴 

「
村
歌
」
「
八
坂
音
頭
」
「
八
坂
よ
い
と
こ
」
の
3

曲
を
保
存
す
る
た
め
に
平
成
27
年
に
八
坂
音
頭
保
存
会

と
し
て
発
足
し
、
運
動
会
や
八
坂
夏
ま
つ
り
等
で
は
、

小
学
生
、
地
域
住
民
全
員
で
一
緒
に
踊
っ
て
い
た
だ
き

活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。 

活
動
内
容 

週
1
回
の
練
習
を
続
け
、
先
生
に
新
曲
を
教
わ

り
な
が
ら
発
表
会
、
八
坂
地
区
文
化
祭
、
八
坂
夏

ま
つ
り
、
八
坂
ふ
れ
あ
い
運
動
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
に
出
演
し
て
い
ま
す
。 

特
に
運
動
会
は
、
小
学
生
か
ら
参
加
者
の
方
た

ち
が
一
緒
に
輪
に
な
っ
て
踊
っ
て
い
た
だ
き
、と
て

も
活
気
あ
ふ
れ
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

参
加
者
新
会
員
の
募
集 

八
坂
の
曲
を
保
存
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
だ

け
で
は
続
け
て
い
く
こ
と
も
無
理
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
是
非
ご
理
解
い
た
だ
き
、
八
坂
の
文
化
を

伝
え
て
い
く
た
め
に
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。 

認
知
症
予
防
や
体
力
作
り
に
と
て
も
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
新
会
員
に
な
っ
て
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
若
い
方
も
大

歓
迎
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

大町やまびこ祭り 

八坂地区文化祭 

 
 

 
 

信
州
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
が

信
州
ス
カ
イ
パ
ー
ク
を
メ
イ
ン
会

場
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

６
月
９
日
に
訪
れ
た
時
は
、
か

な
り
の
混
み
よ
う
で
無
料
駐
車
場

か
ら
会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で

移
動
し
ま
し
た
。 

や
ま
び
こ
ド
ー
ム
周
辺
に
設
定
さ

れ
て
い
た
屋
外
展
示
ブ
ー
ス
は
、
各

都
道
府
県
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
造
園

や
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
個
性
あ
ふ
れ
る
ミ
ニ
庭
園

な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
し

た
。
造
園
や
庭
園
に
興
味
が
あ
る
人

に
は
参
考
に
な
る
催
し
だ
っ
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
観
光
客
の
み
な
ら

ず
地
元
の
家
族
連
れ
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
又
、
松
本
空
港
の
富
士

ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
の
離
発
着
を

見
学
す
る
人
も
か
な
り
い
ま
し
た
。 

 

長
野
県
も
梅
雨
入
り
と
な
り
、

木
々
の
緑
も
鮮
や
か
さ
を
増
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
の
梅
雨
は
ど
の
よ
う

に
な
る
か
は
解
り
ま
せ
ん
が
、
豪
雨

災
害
や
土
砂
崩
れ
等
が
無
く
穏
や
か

な
天
候
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 農

作
業
や
草
刈
な
ど
屋
外
で
の
作

業
に
携
わ
る
人
は
、
こ
れ
か
ら
暑
さ

対
策
を
心
掛
け
て
作
業
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

丸
山 

茂 

 

編

集

後

記 


